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ご説明の流れ

１．富士箱根伊豆国立公園について
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３．パブリックコメントの対応について
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富士箱根伊豆国立公園（富士山地域）の概要

西湖と富士山 青木ヶ原樹海

富士講 小富士から富士山を望む

１．富士箱根伊豆国立公園（富士山地域）について

太平洋の島々から霊峰富士を繋ぐ一大火山群

～火山地形と文化が創り出す多様な景観～
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富士箱根伊豆
国立公園

富士山地域

富士山

青木ヶ原樹海

山中湖

•

南アルプス
国立公園

秩父多摩甲斐
国立公園

西湖

田貫湖

昭和11年（1936年）富士箱根国立公園指定
昭和30年（1955年）富士箱根伊豆国立公園へ名称変更

（伊豆半島地域の拡張に伴う）
平成８年（1996年） 富士山地域 再検討の実施
平成18年（2006年）公園計画第１次点検

平成30年（2018年）公園計画第２次点検

令和元年（2019年）公園計画の変更（一部変更）

H25（2013）年
世界文化遺産

登録

⚫ 指定：昭和11年２月１日（富士箱根国立公園）
⚫ 面積： 121,749ha（うち、60,645haが富士山地域）

富士箱根伊豆国立公園（富士山地域）の概要

１．富士箱根伊豆国立公園（富士山地域）について
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今回の変更内容
２．今回変更(一部変更)について

✓ 国立公園満喫プロジェクト推進に向け
た計画「富士箱根伊豆国立公園ステッ
プアッププログラム2025」において、
本地域の周遊利用を進めるとともに、
利用の偏りによる過剰利用を解消し、
上質な利用環境を提供するため、地域
とともに受入環境整備等に取組むこと
が示されたことに基づく、
利用施設の整備方針の変更。

⚫背景

✓ 現状富士北嶺地域や箱根地域に偏って
いる本地域の宿泊利用について、
滞在拠点の分散化が課題

「富士箱根伊豆国立公園ステップアッププログラム2025」
P29
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特別保護地区

第一種特別地域

第二種特別地域

第三種特別地域

普 通 地 域

富士山

青木ヶ原樹海

宿舎（朝霧高原）の追加

富士山展望台（朝霧高原）からの眺望

富士山

✓ 富士山麓の北西に位置し、周辺には田貫湖や青木ヶ原樹海が存在。
✓ 周囲の宿泊拠点は田貫湖の付近のみと少ない。

⚫追加計画地（朝霧高原）について

今回の変更内容
２．今回変更(一部変更)について

田貫湖湖畔から望む富士山

田貫湖
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○整備方針
富士吉田富士宮線道路（車道）沿線における富士山と 天子山系の景観を活かした、
朝霧高原周辺探勝のための滞在拠点として整備する。

計画予定地
（富士宮市が誘致する
民間企業社有地）

●計画予定地（詳細）

朝霧高原宿舎（計画予定地遠景）

予定地に隣接する道の駅朝霧高原

⚫利用施設計画（宿舎）の追加

今回の変更内容
２．今回変更(一部変更)について

⚫ 道の駅朝霧高原・あさぎりフードパークと隣接。
動線整備は最小限で済む見通し。
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パブリックコメントの実施結果

■概要

・実施期間 令和４年３月28 日（月）から４月17 日（日）

・意見募集の結果 【意見提出数】

電子メールによるもの 計２通

郵送によるもの 計０通

ＦＡＸによるもの 計０通

今回の変更案にかかるもの 計２件

３．パブリックコメントの対応について
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